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くらしのサポートセンター飯田（通称：くらサポ飯田）５月28日設立総会
「誰もが安心してくらし続けられる飯田をめざして」



令和４年度九重町社会福祉協議会事業報告

令和４年度 九重町社会福祉協議会収支決算書
収入の部収入の部 支出の部支出の部

＜皆さんより頂く会費や寄付金は次のように使われました。＞

障がい者福祉サービスについて
●障がい者ホームヘルプサービス事業
●障がい者デイサービス事業
●障がい者相談支援事業 など

ボランティアセンター事業について
●ボランティア基礎講座（２回　延べ85名）
●手話奉仕員養成講座（22回　延べ118名）
●献立検討委員会（６回　延べ30名）　　　　
●玖珠郡災害ボランティアネットワーク協議会研修会（２回　延べ162名）ほか

介護保険事業
●通所介護事業　　　　●訪問介護事業
●訪問入浴介護事業　　●居宅介護支援事業

介護予防事業について
●ほほ笑み教室（83回　延べ826名）
●通所型短期集中リハビリ教室（93回　延べ627名）
●訪問型短期集中事業（74回　延べ165名）

（単位：円）
決算額　３億2,872万6,772円

介護保険事業介護保険事業
110,635,335110,635,335

障がい福祉サービス事業
10,485,312
生活困窮者

自立支援事業
8,559,093今年度繰越金今年度繰越金

57,555,42757,555,427

地域包括支援センター地域包括支援センター
34,305,83134,305,831

ボランティア
事業

1,043,464

地域福祉事業 6,446,783

ここのえ子育て交流センター事業 9,153,477

介護予防事業 11,789,485
生活支援事業 23,372,258生活支援事業 23,372,258

法人運営法人運営
50,735,67750,735,677

法人後見事業法人後見事業
2,930,1132,930,113

共同募金配分金共同募金配分金
1,714,5171,714,517

介護保険収入介護保険収入
114,730,378114,730,378

会費収入
4,328,000 寄付金収入 4,108,623

受託金収入受託金収入
77,750,80177,750,801

受取利息収入
159,850

その他の収入
9,688,944

障がい福祉サービス
事業収入

10,790,157

積立金取崩収入積立金取崩収入
29,802,16029,802,160 事業収入事業収入

2,813,0072,813,007

前年度繰越金前年度繰越金
55,359,09455,359,094

（寄　付） 　4,108,623円
·地域福祉活動推進事業の一部····················1,109,073円
（マイクロバス等の維持費、地域福祉活動等）　　　　　　
·第21回福祉ふれあい祭り・第48回社会福祉大会······ 620,364円
·軽度生活援助事業の一部··························· 159,957円
·生活支援事業の一部································· 905,644円
·事業の事務費等の一部····························1,313,585円

（会　費） 　4,328,000円
·ボランティアセンター事業の一部……… 481,257円
·生活困窮者自立支援事業の一部………… 789,093円
·各種団体助成金……………………… 1,260,000円
·広報活動の一部………………………… 214,082円
·事務費等の一部……………………… 1,583,568円

補助金収入 19,195,758補助金収入 19,195,758

生活支援・支え合い活動について
●いきいき夢サロン（372回　延べ2,834名）
●多世代交流共生共食の場
　東飯田地区 12回　649名、野上地区 11回　488名
　飯田地区 11回　541名、南山田地区 11回　625名
●軽度生活援助事業　125件　306時間
●ささえあいサービス事業　325件　752時間
くらしのサポートセンター東　281件　478.75時間
くらしのサポートセンター南　  67件　118.5時間

●ふれあいプラザサロン（48回　延べ399名）
●支え合いリーダー養成研修（3回　延べ50名）

地域福祉活動
●福祉器具の貸出（54件）
●ふれあい備品貸出（117件）
●無料法律相談所の開設（6日　25件）
●障がい者年金相談所の開設（6日　6件）
●生活福祉資金貸付事業（コロナ貸付12件　ほか2件）

九重町地域包括支援センター
●九重町地域包括支援センター（対応件数４,519件）
●総合相談支援業務（303件）
●高齢者声かけ模擬訓練開催
●オレンジカフェ開催（21回　138名）
●認知症サポーター養成講座（３回　延べ42名）

児童福祉について
●子育て交流センター（244日開館　延べ7,531人）
●児童館特別活動（38回　延べ683人）
●児童ふれあい交流事業　　
●ブックスタート事業
●図書、おもちゃ図書館（1,014個）　　　　など

その他の事業
●コスモスのつどいの実施（２回　延べ47名）
●広報紙発行（「ふれあい」３回、「すまいる」９回
●ふれあい郵便事業（毎月約420名　延べ5,027名）
●日常生活自立支援事業（183件支援）
●生活困窮者自立支援事業（新規相談　53件）
●第21回福祉ふれあい祭り・第48回社会福祉大会の開催
　（被表彰者10団体・48名、参加者210人）　など
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令和５年度九重町社会福祉協議会事業計画

令和５年度もご支援ご協力を　　　　　
　　　　　　よろしくお願いいたします。

予算総額　２億７,198万３千円 収入の部収入の部 支出の部支出の部
（単位：千円）

＜皆さんより頂く会費や寄付金は次のように使われます。＞
（寄付金） 　4,000,000円
·地域福祉活動推進事業の一部………………1,090,000円
　(地域福祉懇談会、マイクロバスの維持費等の一部)　　　
·福祉ふれあい祭り・社会福祉大会経費………896,000円
·広報紙発行………………………………… 300,000円
·軽度生活援助事業……………………………… 190,000円
·生活支援事業の一部…………………… 1,524,000円

（会　費） 　4,500,000円
·生活困窮者自立支援事業の一部……… 409,000円
·各種団体助成金······························2,354,000円
·ボランティアセンター事業の一部········· 689,000円
·事務費等の一部······························1,048,000円

介護保険事業介護保険事業
117,019117,019

法人運営法人運営
26,68226,682

共同募金配分金共同募金配分金
1,8001,800

ここのえ子育てここのえ子育て
交流センター事業交流センター事業

　11,833　11,833

生活支援事業生活支援事業
33,47633,476

地域包括地域包括
支援センター支援センター
37,15737,157

生活困窮者自立支援事業
 8,362

ボランティア事業
 1,478

地域福祉事業地域福祉事業
 7,311 7,311

介護予防事業
 12,327法人後見事業法人後見事業

2,7002,700

介護保険収入介護保険収入
110,807110,807

会費収入 4,500
寄付金収入 4,000

補助金収入 19,009補助金収入 19,009

受取利息配当金 120
障がい福祉サービス事業収入 9,398 貸付事業収入 103

事業収入 3,359

受託金収入受託金収入
89,38889,388

その他の収入 1,405

令和５年度 九重町社会福祉協議会当初予算

積立金積立金
取崩収入取崩収入
29,89429,894

障がい福祉サービス事業 11,838障がい福祉サービス事業 11,838

基 本 目 標
基本目標１

支え合いとふれあいのある地域づくり
１．福祉委員研修会、行政区説明会の実施
２．活動の場と交流・寄り合いの場づくり
３．ボランティア・支え合い活動の推進
４．地域共生、福祉教育の啓発・普及
５．九重町地域福祉計画との整合性・一体的推進

基本目標３
誰もがいきいきと暮らせる地域づくり

１．支援を必要とする人への自立支援
２．認知症と共に生きる地域づくり
３．つながりが生れる地域づくり

基本目標４
安定した法人運営と信頼される組織づくり
１．社会福祉協議会の経営改善・再構築
２．各種募金事業の推進

基本目標２
誰も取り残さない、安心して暮らせる地域づくり
１．包括的支援事業の推進
２．相談しやすい体制づくり
３．地域福祉権利擁護事業の充実推進
４．  孤独、孤立を防ぐ見守りネットワーク、
　　住民活動の推進
５．在宅生活を支える福祉サービスの充実
６．子育て支援事業の推進
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くらサポ飯田くらサポ飯田
住民同士で支え合う活動が始まりました
　５月28日に町内で３番目の住民型支え合い団体「くらし
のサポートセンター飯田（通称：くらサポ飯田）」が立ち
上がりました。
　６月には早速、自宅から病院までの外出付添や部屋の片
付け等の依頼が入り、活動会員の皆さんが活動を行いまし
た。

くらサポ飯田運営委員のみなさん
会長：有吉冨士男さん（左端）

一緒に地域づくりに
取り組みませんか

部屋の片付け 受診の外出付添

誰もが安心して
くらし続けられる
飯田をめざして

利用できる方…
　高齢・障がい・子育て世帯等で、地域で生活を続けるう
えで困りごとがあり、支援を必要としている方です。

例えば
・買い物の同行など外出のお手伝い
・自宅周辺の草刈り　・庭木の剪定
・家事や子育ての支援
・雨どい、雨漏りの修繕など簡単な修理
・手すりの取り付けなど簡単な大工工事
・電球の交換　
・ごみ出しの代行　など

・利用会員
・活動会員
・賛助会員
　年会費
　１口５００円

会 員 募 集 中

くらしのサポートセンターとは
■住民同士の支え合いを基本にした、
誰もが安心してくらし続けられる
地域づくりの活動です。

■介護保険や障害福祉サービスなどの
公的な制度では対応できない、生活
の中のちょっとした困りごとを有償
でお手伝いします。

【お問い合わせ・お申し込み】
　くらしのサポートセンター東
　　東飯田公民館　　７６－３１１６
　くらしのサポートセンター南
　　南山田公民館　　７８－８８０１
　くらしのサポートセンター飯田
　　飯田公民館　　　７９－２２５１
　　九重町社会福祉協議会　
　　　　　　　　　　７６－２５００

　寄り合いカフェでコーヒーやお茶を飲みな
がらお話を楽しみませんか!?
　地域の皆さんが寄り合って交流できる場所
です。
　どなたでも気軽にご利用ください。

日時：毎月第２金曜日　午後２時～
　　　　（飯田ふれあい夢食堂前日）
場所：飯田公民館
　　　＊各地区庭先等　不定期

　くらサポ飯田についての質問や、利用・活
動の相談などにも対応いたします。

寄り合いカフェ寄り合いカフェ

カ
フ
ェ
の
様
子

利
用
会
員
登
録
中
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くらしのサポート
センター活動報告

会員
募集中

くらしのサポートセンターについてのお問い合わせ・作業依頼、カフェの申し込み
　くらサポ東(東飯田地区)東飯田公民館内　　電話：76-3116
　くらサポ南(南山田地区)　　南山田公民館内　電話：78-8801

寄り合いカフェから地域のつながり寄り合いカフェから地域のつながり
　くらサポ東・南ともに、小さな単位でのカフェの開催に力を入れています。庭先や車庫、境内など、
声がかかればテーブルとイスを持ってどこでも開店する移動式のカフェです。のぼりを目印に集まっ
てきた方、呼び止められて加わった方がお茶を飲みながらお話を楽しむ、昔ながらの地域の縁側です。
カフェの開催をきっかけに、サロンの再開やまだ参加したことのない方へ参加を呼び掛けたり、これ
まで同じ地域にいながら接点のなかった方がカフェで出会い、馴染みの関係になり、相談に乗ったり

生活支援等の利用を希望される方は、会員登録が必要です。
会の趣旨に賛同していただいた方に500円の年会費の負担を
お願いしています。

と、豊かな関係が生まれています。こうしてくらサポが、生活
の困りごとの解決をする生活支援の組織から、本来の目的である
「人と人、人と地域のつながりを取り戻す活動」へと進化してき
ています。

　今年５年目を迎えたくらしのサポートセンター東。「困ったときはお互い様」の互助の精神に基づ
き令和元年の設立以来、草刈りや剪定、重たいものの運び出し等の生活支援やひとりでは外出が難し
い方の外出付添に止まらず、東飯田地区まちづくり協議会や民生委員児童委員協議会、防災士会等と
協働して、家具転倒防止大作戦やま～じゃら市に取り組み、多くの地元住民の皆さんと共に活動を推
進しています。設立３年目のくらしのサポート
センター南も、活動会員定例会を毎月開催し、
直近１ケ月の活動状況や地域の課題を共有して
います。誰もが安心して暮らし続けられる支え
合いの地域をめざして、昨年度は、くらサポ東
が281件、くらサポ南が67件の生活支援を行っ
ており、趣旨に賛同して登録した活動会員が高
齢者や突発的なケガや病気で生活に支障をきた
している方の生活を支え、作業後のふれあい、
会話を通じて地域とつながる安心感を届けてく
れています。

草刈りシーズン到来です。活動会員大募集中です！
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第５次九重町地域福祉活動計画 基本目標２の(４)より
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は
対
応
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方
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か
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す
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被
災
を
教
訓
に
、
多
世
代
が
集
い

協
議
し
ま
し
た
。

川西一地区の２回目のマップづくり
（令和４年６月）

安全な場所・避難場所を確認する
　ハザードマップを見て、自分が住んでいる場所でどこが安全か？
確認しておきましょう。わかりづらい方のためにも、是非地区で
マップづくりを実施して、地区の皆さんで確認し合いましょう。
　『避難』とは『難』を逃れることで、自宅で安全が確保できる場
合は避難所に行く必要はありません。
　町指定の避難所以外にも安全な地域にお住まいの親戚や友人宅、
ホテルなどへの避難も考えられます。
　危険な場所などを避けて避難経路を決めてください。
　避難をする際は、お住いの福祉委員（区長）さんに避難先を連
絡しておきましょう。

コミュニティ防災 ～災害に強い地区に～
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九重町で90歳を過ぎて生き生きと暮らしている高齢者の方＝
幸
こうれいしゃ

齢者の方に元気の秘
ひ け つ

訣をお伺いします。

NO.25　野上　中央二

「幸齢者さん」の情報は、九重町社会福祉協議会（76-2500）まで
お電話を！自薦・他薦は問いません♪お待ちしています！

Ｑ.元気の秘訣は何ですか
Ａ.やりたい事を自由にさ
せてくれる家族がいる
事と、親に元気な体に
産んでもらえたこと。

Ｑ.楽しみは何ですか
Ａ.地域の集まり（サロンや週一体操）に参加し
ておしゃべりすることと、温泉や花を見に
出かけること。

Ｑ.これからの目標は
Ａ.旅行が好きなので、機会を見つけて出かけ
たい。家族のために、茶碗洗いを続けたい。

穴井　智恵さん（91歳）

町の幸
こ う

齢者さん
シリーズ

ボランティア協力校
～野矢小学校の取り組み～

　ふだんのくらしのしあわせについて考える福祉教育、ボランティア協力校の取り組みをご紹介します。
　野矢小学校では昨年度、以下のような活動をして地域の方々と繋がり、心温まる交流をしました。

　野矢小学校では、校区内のひとり暮らしの高齢者の方19名、高齢者夫婦のみでお住いの方２世帯に育
てた花を届けふれあい交流をしました。このふれあい交流では、「生活の中での楽しみ」「日々心がけてい
ること」「困っていること、大変なこと」「これからの目標」など児童から質問しました。お花を受け取っ
た皆さんは、笑顔で前向きな話をしてくださり、児童も真剣に聞き入っていました。とても温かい訪問に、
「嬉しいねぇ」と来てくれた事に大変喜んでいました。
　花を届けて終わり、ではなく、数か月後に再度訪問し、地域の方と繋がった活動になりました。

　このうち、２つの取り組みをご紹介します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・ひとり暮らし高齢者にお花を届ける交流　・人権親子講演会　
・書き損じハガキ等の収集　　　　　　　　・高齢者を学芸会へ招待

ひとり暮らし高齢者との交流

　飯田在住で、視覚障がい者の廣田満江さんを講師
にお呼びし、人権講演会を行いました。全校児童と
保護者から質問をし、みんなで廣田さんとお話をし
ました。お話の中で、廣田さんから点字の読み聞か
せがあり、子どもたちは点字をなぞりながら絵本を
読む廣田さんに興味津々で見入っていました。また、
廣田さんがスマホを打つ姿にほとんどの児童は驚き
と感動を隠せませんでした。

人権親子講演会

　地域との繋がりが希薄になっている今、 これらの活動を通

して顔なじみの関係になり、 これからも地域で見守り、 見守

られる関係ができたのではないでしょうか。

ふ　れ　あ　い  （108号）社会福祉だより 令和５年7月14日 （8）



●本　　　 3347冊
●ＤＶＤ　　100枚
●おもちゃ　193個

︿交流センターで
貸し出しています﹀

電話　７３－２６６６　/　FAX　７３－２６７０

　

河
野
吉
喜
先
生
を
お
招
き
し

毎
月
第
４
木
曜
日
に
し
て
い
ま

す
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
体
を
動
か
す
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
教
室
で
す
。
各
ク
ラ
ス
空
き

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
込
み

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
小
学
生
は
楽
し
む
ク
ラ
ス
も

あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
リ
ズ
ム

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

小学生スポーツクラス

４.５才児クラス…先生と綱引き

　

４
月
、
５
月
は
み
つ
ば
こ
ど

も
園
の
４
才
児
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
が
遊
び
に
き
て
積
木
で

遊
び
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
積

木
を
つ
か
っ
て
自
分
の
身
長
よ

り
も
高
く
積
み
上
げ
、
達
成
感

に
満
ち
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
。

積
木
は
活
動
日
以
外
で
も
遊
べ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

積
木
で
遊
ぼ
う
！

真剣な横顔

■
ふ
る
さ
と
自
然
学
校

　

池
周
り
の
散
策
や
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
の
ミ
ニ
ミ
ニ
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
、
ヨ
シ
の
葉
で
草

笛
を
つ
く
っ
て
九
重
町
の
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

■
音
あ
そ
び
＆
工
作
づ
く
り

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動

か
し
た
り
歌
っ
た
り
、
親
子
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
♪

雨
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
モ
ビ
ー
ル

も
素
敵
に
で
き
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場笑顔いっぱい♪

アメンボ見つけたよ

講師　根岸由紀江先生

■
マ
マ
ヨ
ガ

　

毎
回
、
大
好
評
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
自
分
の
身

体
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
子
育
て
に
イ
ラ
イ
ラ
し
な

い
た
め
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
に
つ
い
て
参
加
者
ひ
と

り
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
有
意

義
な
講
演
会
で
し
た
。

保
護
者
向
け

　
イ
ベ
ン
ト

音楽を聴きながら～♪
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訪問調査…介護を必要とする方の心身の状態を調査します。
（市町村から派遣された調査員が家庭を訪問し、状態を聞き取り調査します。）

介護認定…  コンピューターによる判定結果や主治医の意見書などをもとに、介護
認定審査会で決定します。（どれくらいの介護を必要とするか判定します。）

認定の結果に応じて、対象の介護保険給付や使えるサービスの種類が決まります。

☎76－3267
《お問い合わせ》

介護保険のサービスを利用するには、要介護・要支援の認定を受ける必要があります。

介護保険サービスを受けるまでの流れ

どんなサービスが利用できるのか

訪問看護・訪問リハビリ
　健康状態の観察、病状悪化の防止・回復、療養生活の相談やアドバイス、リハビリテー
ション、医療処置、服薬管理など行います。

訪問介護（ヘルパー）
　訪問介護員（ヘルパーさん）が利用者の自宅を直接訪問して、「身体介護」や「生活援助」
を行うサービスです。

申　　請…介護が必要となったら、要介護認定の申請が必要です。
（九重町役場の担当窓口に直接相談に行くか、電話でも相談することができます。介護を
必要としている本人以外でも、利用者の家族であれば、要介護認定の申請は可能です。）

歩くことに不安がある 寝ていることが増えた最近もの忘れが目立つ

通所系サービス（デイサービス等）
　送迎、入浴、食事の介助、機能訓練サービスを提供し、リハビリテーション、身体機能
の維持・向上、自立的生活の支援を行います。

サービスの利用を希望の方は、担当のケアマネージャーさんにご相談ください。
他にも訪問入浴介護や短期入所（ショートステイ）などもあります。

福祉用具のレンタル
　福祉用具を利用することで日常生活上の便宜を図り、家族の介護の負担軽減などを目的
として実施します。

ふ　れ　あ　い  （108号）社会福祉だより 令和５年7月14日 （10）



あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
三
月
〜
令
和
五
年
六
月
ま
で
の
間
に
次
の
方
々
か
ら
社
協
へ
香
典
返

し
等
数
々
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ご
寄
付
の
ご
厚
志
は
社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
に
ご
了
承
い
た
だ
き
、
お
名
前
や
金
額
等
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
に
よ
り
省
略
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
受
付
順
・
敬
称
略
）

心
の
輪

あ
た
た
か
い

  

◎
香
典
返
し
（
三
十
七
件
）

▽
三
月

・
金
一
封　
　
　
　

亡
夫　

敏
夫

　

南
恵
良　
　
　

宮
野
ハ
ツ
子
様

・
三
万
円
也　
　

亡
父
左
藤
末
男

　

後
河
内　
　
　
　

田
中
準
一
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
夫　

英
二

　

南
区　
　
　
　
　

宇
佐
厚
子
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
父　

勝
彦

　

南
恵
良　
　
　
　

小
幡
龍
也
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
夫　

勝
馬

　

北
恵
良
一　
　

白
石
サ
ツ
キ
様

・
一
万
五
千
円
也　

匿
名
希
望
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　

弘
高

　

潜
石　
　
　
　
　

佐
藤
照
子
様

・
二
万
円
也　
　
　

亡
夫　

保
徳

　

川
西
三　
　
　
　

帆
足
澄
子
様

・
二
万
円
也　
　

亡
弟
小
野
廣
明

　

北
恵
良
三　
　
　

繁
田
瀧
子
様

・
三
万
円
也　

亡
母
松
木
千
代
子

　

富
迫
下　
　
　

遠
江
え
い
子
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
夫　
　

功

　

中
央
五　
　
　

御
幡
美
津
子
様

・
二
十
万
円
也　
　

亡
父　

六
彦

　

尾
本　
　
　
　
　

佐
藤
秀
徳
様

・
二
万
円
也　
　
　

亡
夫
雄
一
郎

　

重
原　
　
　
　
　

髙
倉
靜
子
様

▽
四
月

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　
　

明

　

川
下
南　
　
　
　

後
藤
雅
和
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
母
サ
チ
子

　

川
下
北　
　
　
　

松
木
新
八
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　
　

久

　

下
右
田（
野
）　　

髙
橋
憲
一
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
夫　

隆
記

　

南
恵
良　
　
　

井
上
サ
ダ
子
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　

勝
則

　

須
久
保　
　
　
　

德
永
千
景
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
母　
　

幸

　

無
田
中　
　
　
　

酒
見
公
夫
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
父　

弘
之

　

甘
川
水　
　
　

武
石
健
太
郎
様

▽
五
月

・
三
万
円
也　
　
　

亡
夫　

恒
勝

　

中
央
三　
　
　

森
髙
マ
サ
ヨ
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
妻
八
重
子

　

野
矢　
　
　
　
　

佐
藤
眞
治
様

・
二
万
円
也　
亡
義
理
妹
喜
多
美
千
代

　

中
村
上　
　
　
　

赤
峰　

久
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
父　

千
年

　

小
久
保　
　
　
　

時
松
清
晴
様

・
十
万
円
也　
　
　

匿
名
希
望
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
子　

佑
樹

　

川
西
一　
　
　
　

田
中
昌
文
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
母
ミ
サ
ヲ

　

滋
賀
県　
　
　
　

後
藤　

優
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
夫　

鎭
雄

　

中
央
一　
　
　
　

松
村
茂
子
様

▽
六
月

・
三
万
円
也　
　
　

亡
夫
四
郎
彦

　

西　
　
　
　
　
　

梅
木
静
子
様

・
二
万
円
也　
　
　

亡
母　

ト
メ

　

菅
原
本
村　
　
　

木
付
幸
成
様

・
三
万
円
也　
　

亡
祖
母
カ
ズ
ヱ

　

桐
木
三　
　
　
　

吉
光
泰
三
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
母
フ
ジ
ノ

　

川
上
一　
　
　
　

川
野
和
義
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
夫　

二
六

　

玖
珠
町　
　
　
　

藤
野
洋
子
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
母
ミ
ツ
ヨ

　

菅
原
本
村　
　
　

梅
木
豊
彦
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
妻
小
恵
美

　

見
留　
　
　
　
　

生
田
初
男
様

　
　

匿
名
希
望
様　

二
名

◎
特
別
寄
付
（
四
件
）

・
二
万
円
也　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

泥
よ
こ
い
歌
と
踊
り
の
祭
典

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
様

・
金
一
封　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

引
治
一　
　
　
　

宿
理
一
郎
様

　
　

匿
名
希
望
様　

二
名

  

◎
物
品
寄
付
（
二
件
）

・
は
が
き
３
０
０
枚　
　
　
　
　

　

友
成
病
院
透
析
室
患
者
一
同
様

　
　

匿
名
希
望
様　

一
名

「2023年 福祉と保育の
しごと就職フェア」

　福祉の職場に関心のある方、就職を希望する方や
来春卒業予定の学生を対象とした合同面接会です。

■期　　日：８月12日（土）９：30～12：00
■場　　所：日田市民文化会館
　　　　　　　「パトリア日田」ギャラリー
■申込期間：８月10日（木）まで　当日受付可
■そ の 他：参加無料・履歴書不要・入退場自由
　　　　　　 ※参加事業所は８月上旬頃、
　　　　　　　 日田市社会福祉協議会HPにて公開
　　　　　　　　　　　（https://hitashakyo.jp）

■申込み・お問い合わせ
　日田市社会福祉協議会（日田市福祉人材バンク）
　　☎0973－24－7026（担当：佐藤）

開催
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⌇
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⌇

　

初
夏
の
頃
１
ｍ
を
こ
す
花
序
を

垂
れ
、
上
か
ら
順
々
に
青
紫
色
の

き
れ
い
な
蝶
形
の
花
を
つ
け
ま
す
。

公
園
や
社
寺
の
境
内
に
棚
造
り
さ

れ
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
フ
ジ
（
ノ

ダ
フ
ジ
）
と
ヤ
マ
フ
ジ
（
か
ん
ね

か
ず
ら
）
の
違
い
は
近
縁
で
は
あ

る
が
フ
ジ
の
蔓
が
右
巻
き
で
あ
る

点
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
、
全
く
別
種

で
す
。
ヤ
マ
フ
ジ
は
花
序
が
短
く

棚
造
り
は
フ
ジ
に
劣
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ヤ
マ
フ
ジ
の
花
の
方

が
き
れ
い
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

白
花
、
濃
い
紫
、
八
重
等
、
フ
ジ

同
様
の
品
種
が
あ
り
ま
す
。
庭
木

や
盆
栽
に
し
て
栽
培
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
。

　

フ
ジ
属
は
東
ア
ジ
ア
と
北
米
に

９
種
あ
り
、
フ
ジ
、
ヤ
マ
フ
ジ
は

日
本
固
有
で
す
。
と
も
に
つ
る
性

の
木
で
、
奇
数
羽
状
複
葉
で
葉
は

互
生
、
花
は
紫
、
実
は
広
線
形
で

垂
れ
、
熟
す
と
２
片
に
裂
開
す
る
。

織
物
を
す
る
人
が
藤
の
皮
の
繊
維

が
織
物
の
原
点
だ
と
言
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
他
に
紙

の
原
料
に
も
利
用
し
た
り
、
物
の

【
フ
ジ
と
ヤ
マ
フ
ジ
】  

佐
藤

三み

千ち

代し
ろ

＊
藤
波
の
咲
き
行
く
見
れ
ば

　
　
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
鳴
く
べ
き
と
き
に
近
づ
き
に
け
り

（
万
葉
集
）

結
束
用
、
炭
俵
を
束
ね
た
り
、
筏

の
つ
な
ぎ
等
に
も
用
い
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
本
文
化
の
様
々
な
方
面
に

「
藤
」
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
植
林

地
で
は
ク
ズ
と
と
も
に
根
絶
が
大

変
な
や
っ
か
い
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
の
頃
、
シ
イ

タ
ケ
の
発
生
は
最
盛
期
で
す
。
こ

の
後
一
休
み
し
て
藤
の
花
の
頃
、

又
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
を
藤
子
（
ふ

じ
こ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

▶
ヤ
マ
フ
ジ

今今月月のの

ちちょょっっと一言と一言

１秒で世界を変えることができるのをご存じですか。
ものごとを見る意識を変えるのです。
意識を変えたとたん、見える現実が変わってきます。

同じ仕事でも、「つらい、いやだ」と思えば成果は２分の１、楽しみながらやれば２倍。と
いうことも言われます。

人口減少や高齢化が続く九重町どう見るか。これがけっこう大きいと思います。
「もうだめだ」とあきらめるのか、「いいところがたくさん」とあきらめないか。

いま、社会福祉協議会が地域の、さまざまな活動を住民のみなさんとしています。そのとき
よく聞くのが「九重町はいいところがたくさんある」。
福祉は、困っている人を支えるだけでなく、自分たちの住んでいる地域を「いいところだな
あ」と思えるきっかけでもあるかなと思います。

「きれいだなあ、というと、景色がなおきれいになる」 高村光太郎（詩人・彫刻家）

（ＫＴ）
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ふ　れ　あ　い  （108号）社会福祉だより 令和５年7月14日 （12）


